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英⽂原著 6 * Taniguchi D, Shimonaka S, Imtiaz A, Elahi M, Hatano T, Imai Y, Hattori N. Legumain/asparaginyl endopeptidase-resistant tau fibril fold produces
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Microglial Inflammatory Responses Improve Stroke Recovery. Mol Neurobiol. 2024 Feb;61(2):1022. Erratum for: Mol Neurobiol. 2024
Feb;61(2):1002-1021.
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device for patients with Parkinson's disease in nursing homes. Front Neurol. 2024 Apr 10;15:1356042.

10.3389/fneur.202
4.1356042.

英⽂原著 29 Shimizu M, Fujimaki M, Igami E, Ishiguro Y, Noda K, Okuma Y, Hattori N. Subacute Progressive Hearing Loss and Lower Body Parkinsonism in
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運動障害疾患コングレス、ライトキューブ宇都宮、2024年7⽉11⽇-13⽇、宇都宮

国内学会発表 58 ⻫⽊⾂⼆、于 之洋、⽯川景⼀、佐光 亘、⻄川典⼦、王⼦ 悠、井関 賛、波⽥野 琢、服部信孝．運動症状と⾎液成分変化に着⽬したラサギリンの薬効、第18回パーキンソン病・運
動障害疾患コングレス、ライトキューブ宇都宮、2024年7⽉11⽇-13⽇、宇都宮

国内学会発表 59 ⼭⼝昂⼤、上野真⼀、萩庭春菜、常深泰司、服部信孝．運動性失語様の症状で急性症候性発作を⽣じ、⾼⾎糖⾼浸透圧症候群と考えられた52歳男性例、第18回 ⽇本てんか
ん学会 関東甲信越地⽅会、順天堂⼤学有⼭登メモリアルホール、2024年 7⽉ 6⽇、東京



国内学会発表 60 佐野修平、吉川宗⼀郎、星野泰延、富沢雄⼆、服部信孝、三宅幸⼦．NMOSD患者特性を保持した新規B細胞株の樹⽴、集52回⽇本臨床免疫学会総会、京王プラザホテル東
京、2024年10⽉10⽇– 12⽇、東京

国内学会発表 61 ⻄井慧美、千葉⿇⼦、奥住⽂美、上野真⼀、星野泰延、波⽥野 琢、服部信孝、三宅幸⼦．シヌクレイノパチー患者におけるαシヌクレイン特異的T細胞の同定、集52回⽇本臨床免
疫学会総会、京王プラザホテル東京、2024年10⽉10⽇– 12⽇、東京

国内学会発表 62 梅村 淳、佐藤和命、岩室宏⼀、内⼭沙樹、柳澤尚武、服部信孝．シンポジウム10  知の発信  不随意運動症の最新技術、パーキンソン病の歩⾏に対する経頭蓋直流刺激(tDCS)
の効果、第63回⽇本定位・機能神経外科学会、ニューオータニイン札幌、2024年2⽉3⽇、札幌

国内学会発表 63 岩室宏⼀、梅村 淳、加茂 晃、⼤⼭彦光、服部信孝、近藤聡英．シンポジウム1　脳活動の発振　神経活動の臨床応⽤、パーキンソン病のどのような症例がadaptive DBSの恩恵を
受けるか?、第63回⽇本定位・機能神経外科学会、ニューオータニイン札幌、2024年2⽉2⽇、札幌

国内学会発表 64
加茂 晃、⼤⼭彦光、清⽔⿇⾐、佐光 亘、⻄川典⼦、波⽥野 琢、李 元哲、吉野浩代、舩⼭ 学、伊藤賢伸、岩室宏⼀、梅村 淳、服部信孝．シンポジウム4  知の発信 定位・機
能神経外科の将来、GBA変異陽性パーキンソン病患者に対する両側視床下核脳深部刺激療法の効果、第63回⽇本定位・機能神経外科学会、ニューオータニイン札幌、2024年2
⽉2⽇、札幌

国内学会発表 65 新開南⽃、⾼井　凛、⼩川　崇、王⼦　悠、中村亮太、渡邉雅男、⼭城⼀雄、⼘部貴夫．VZV髄膜炎に⼩脳失調を合併した56歳男性例、第250回⽇本神経学会関東・甲信越
地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年9⽉7⽇、東京

国内学会発表 66 ⽵市玲⽣、宮元伸和、佐光　亘、⽵重遥⾹、服部信孝．末梢性顔⾯神経⿇痺のみを呈した橋出⾎の75歳男性、第250回⽇本神経学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーン
バッハ・サボー、2024年9⽉7⽇、東京

国内学会発表 67 関根智⼦、⽯⿊⿇由、安藤真⽮、⽯⿊雄太、奥住⽂美、古川芳明、⻄岡健弥．⾃律神経障害を発症した抗SGPG抗体陽性ニューロパチーの87歳男性例、第250回⽇本神経学
会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年9⽉7⽇、東京

国内学会発表 68 近藤 哲、⽩井⼼陽、⽵村夏実、椎名健太、上野真⼀、⼤熊泰之、野⽥和幸．急速進⾏性の歩⾏障害と⽚側性振戦を認めた中枢神経系原発悪性リンパ腫の75歳男性例、第
250回⽇本神経学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年9⽉7⽇、東京

国内学会発表 69 井⼝⽉花、古⾕ 剛、濃沼崇博、中島明⽇⾹、富施敦仁、江⼝博⼈、杉⼭裕紀、下 泰司．急速進⾏性の歩⾏障害と⽚側性振戦を認めた中枢神経系原発悪性リンパ腫の75歳男
性例、第250回⽇本神経学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年9⽉7⽇、東京

国内学会発表 70 上⽥⿓太郎、伊澤奈々、⻄岡暢⼦、河村美巴⼦、佐々⽊芙悠⼦、中村真⼀郎． メトクロプラミド投与後にOculogyric crisisを呈した妊娠9週の30歳⼥性例、第250回⽇本神経
学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年9⽉7⽇、東京

国内学会発表 71 波⽥野 琢、服部信孝．シンポジウム21、国際パーキンソン病・運動障害学会の活動、世界神経疾患コンソーシアムにおける⽇本のストラテジー3、第42回⽇本神経治療学会学術集
会、幕張メッセ国際会議場、2024年11⽉9⽇、東京

国内学会発表 72
⽵重遥⾹、⼤⼭彦光、⼩川真裕⼦、布施⽊景⼦、神⼾泰紀、波⽥野 琢、本井ゆみ⼦、河上 緒、安藤真⽮、中⼭茶千⼦、⽯⽥義則、前井 俊、呂 湘潯、太⽥ 進、森藤 健、伊
藤良峻、中嶋康博、頼⾼朝⼦、加藤忠史、服部信孝．チャットボットを⽤いた笑顔と会話によるアルツハイマー病診断、ポスター、第43回⽇本認知症学会学術集会、ビッグパレットふくし
ま、2024年11⽉21-23⽇､郡⼭

国内学会発表 73 ⼭城⼀雄、⾼林海⽃、鎌形康司、⻄本悠⼀郎、⼭内洋輔、⼤垣光太郎、波⽥野 琢、⻘⽊茂樹、⼘部貴夫、服部信孝．アルツハイマー病における神経炎症と腸内細菌叢異常、ポ
スター、第43回⽇本認知症学会学術集会、ビッグパレットふくしま、2024年11⽉21-23⽇､郡⼭

国内学会発表 74 服部信孝．シンポジウムSY14-2、RT-QuICからみえてきたシヌクレイン凝集体の多様性と病的意義、アミロイド,タウ,シヌクレインの病態研究の展望、第43回⽇本認知症学会学術集
会、ビッグパレットふくしま、2024年11⽉22⽇､郡⼭

国内学会発表 75 奥住⽂美、波⽥野 琢、松本 弦、服部信孝．SY22-3 シンポジウム、アルファシヌクレイノパチーにおけるアルファシヌクレインシードアッセイの有⽤性、実⽤化を⾒据えた体液バイオマーカー
開発の進歩、第43回⽇本認知症学会学術集会、ビッグパレットふくしま、2024年11⽉22⽇､郡⼭

国内学会発表 76 波⽥野 琢、服部信孝．SY11-1 シンポジウム、α-シヌクレインとLewy⼩体病、Lewy⼩体病の多彩な病態に迫る、第43回⽇本認知症学会学術集会、ビッグパレットふくしま、2024
年11⽉21⽇､郡⼭

国内学会発表 77 下中翔太郎、⽯⿊幸⼀、本井ゆみ⼦、服部信孝、⻑⾕川成⼈．SY4-3 シンポジウム、⼈⼯変異tauを⽤いたtau strain識別と凝集阻害の試み、認知症疾患の⽣化学解析 クライオ
電顕など、第43回⽇本認知症学会学術集会、ビッグパレットふくしま、2024年11⽉21⽇､郡⼭

国内学会発表 78 古⽥ 僚、古⾕ 剛、濃沼崇博、中島明⽇⾹、富施敦仁、江⼝博⼈、徳川城治、下 泰司．Isolated Body lateropulsionにて発症した椎⾻動脈解離の57歳男性例、第251回⽇
本神経学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年12⽉7⽇、東京

国内学会発表 79 綾部裕太、⽊島千景、星野泰延、⽩井⼼陽、林 智⼦、⻄ 秀久、⽯井 暁、服部信孝．右内頚動脈領域に繰り返し脳塞栓症を発症したEagle症候群の57歳⼥性例、第251回⽇
本神経学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年12⽉7⽇、東京

国内学会発表 80 筆宝将隆、中村亮太、⽉星慶⼀、渡邉雅男、⼩川　崇、⼭城⼀雄、⼘部貴夫．亜急性の認知機能障害で発症したリウマチ性髄膜炎の75歳男性例、第251回⽇本神経学会関東・
甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年12⽉7⽇、東京



国内学会発表 81 韓　雪、⽩井⼼陽、宮地真由、松島隆史、椎名健太、松本貴⽂、⼤熊泰之、野⽥和幸． 外傷性椎体⾻折術後にGuillain-Barre症候群を呈した47歳男性例、第251回⽇本神
経学会関東・甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年12⽉7⽇、東京

国内学会発表 82 池⾕紗瑛、⽯⿊雄太、安藤真⽮、⽯⿊⿇由、櫻井安莉、古川芳明、⻄岡健弥．痙性対⿇痺を呈したadrenomyeloneuropathyの43歳男性例、第251回⽇本神経学会関東・
甲信越地⽅会、砂防会館シェーンバッハ・サボー、2024年12⽉7⽇、東京

国内学会発表 83 ⿑藤達也、中島 翔、渡邊 翼、森嶋悠⼈、進藤淳彦、⽻⽥貴礼、新藤和雅、上野祐司. 抗ガングリオシド抗体を評価し得た再発性Guillain-Barre症候群の１例、第65回⽇本神
経学会学術⼤会、2024年6⽉1⽇、東京

国内学会発表 84 宮元 伸和, 上野 祐司, ⼭城 ⼀雄, 平 健⼀郎, ⽊島 千景, ⽊⻁ 直樹, 岩尾 快彦, 奥⽥ 華代, 三嶋 渉平, ⾼橋 ⼤輔, ⼩野 和⼈, 浅利 美⾹, 宮崎 和城, 服部 信孝
Stroke Classification/Treatment Support System AI (SCTSS-AI) for usefulness of strokediagnosis 第48回脳卒中学会学術集会　横浜　2024.3.7-9

国内学会発表 85 ⻄川典⼦．パーキンソン病の⾮薬物療法について、第18回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、ライトキューブ宇都宮、2024年7⽉11⽇-13⽇、宇都宮

国内学会発表 87 ⻄川典⼦．離散選択実験を⽤いたパーキンソン病患者の薬物治療に対する嗜好性の検討、第42回⽇本神経治療学会学術集会、幕張メッセ 国際会議場、2024年11⽉7⽇-9
⽇、千葉

国内学会発表 88 ⽥中亮太、波⽥野 琢、⼭城⼀雄、瀬原吉英、苅尾七⾂、藤本 茂、服部信孝．Parkinson病における発症早期と進⾏期の⾎圧異常の特徴と⽐較に関する研究、第77回⽇本⾃律
神経学会総会、京都テルサ、2024年10⽉25⽇-26⽇、京都

国内学会発表 89 岡⽥畔奈、波⽥野 琢、鎌形康司、⽵重遥⾹、内⽥ 航、⻘⽊茂樹、服部信孝．123I-メタヨードベンジルグアニジンMIBG⼼筋シンチグラフィと前頭葉障害との関連、第77回⽇本⾃律
神経学会総会、第77回⽇本⾃律神経学会総会、京都テルサ、2024年10⽉25⽇-26⽇、京都

国内学会発表 90 星野泰延、岡⽥畔奈、富沢雄⼆、服部信孝．多発性硬化症治療重要課題に関するディベート　多発性硬化症治療におけるhigh efficacy therapyに対する警鐘、第36回⽇本神
経免疫学会学術集会、富⼭国際会議場、2024年10⽉3⽇-5⽇、富⼭

国内学会発表 91 富沢 雄⼆．⻑期のQOLを考えた最善の多発性硬化症治療-専⾨医の取り組み-　NEDAを⽇常診療にどう取り⼊れるか、第36回⽇本神経免疫学会学術集会、富⼭国際会議場、
2024年10⽉3⽇-5⽇、富⼭

国内学会発表 92 萩原彰⽂、仲⾕ 元、星野泰延、富沢雄⼆、内⽥ 航、鎌形康司、服部信孝、⻘⽊茂樹．中枢神経系炎症性脱髄疾患の微細構造変化の脳室周囲勾配、第36回⽇本神経免疫
学会学術集会、富⼭国際会議場、2024年10⽉3⽇-5⽇、富⼭

国内学会発表 93 岡⽥畔奈、富沢雄⼆、星野泰延、Davide Cossu、横⼭和正、服部信孝．Apathy in autoimmune glial fibrillary acidic protein astrocytopathy(タイトル和訳中)(英
語)、第36回⽇本神経免疫学会学術集会、富⼭国際会議場、2024年10⽉3⽇-5⽇、富⼭

区分 番号 ー 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 DOI 国際共同

特別講演・
招待講演 1 Hattori N.  Propagative alpha-synuclein seeds as serum biomarkers for parkinsonism, “Molecular and Genetic Aspects of Parkinsonism”, HKMDS

Quarterly Clinical Meeting 2024, Alva Hotel, 2024年1⽉13⽇、Hong Kong
特別講演・
招待講演 2 服部信孝．講演、PD診療 Up to Date、Parkinson's Disease Seminar, 昭和⼤学上條記念館より配信（ハイブリッド形式）、2024年1⽉19⽇、東京(主催︓エーザイ)

特別講演・
招待講演 3 服部信孝．講演、360度から⾒たパーキンソン病を語る、パーキンソン病の最新の話題、全国研究会、ヒルトンお台場、2024年1⽉20⽇、東京（主催︓武⽥薬品⼯業）

特別講演・
招待講演 4 服部信孝．講演、パーキンソン病治療の明るい未来を語る、⾦沢市⽂化ホール（⾦沢医療センター脳神経内科部⻑・坂尻先⽣よりご依頼）、2024年1⽉21⽇、⾦沢

特別講演・
招待講演 5 服部信孝．講演、パーキンソン病関連の最新情報について、第62回 摩耶神経カンファレンス（⻄宮協⽴脳神経外科病院 名誉院⻑ ⽴花 久⼤ 先⽣よりご依頼）、2024年1⽉26

⽇、神⼾（スポンサー︓武⽥薬品⼯業）
特別講演・
招待講演 6 服部信孝．講演、未来医療の世界に向けて、東京司法書⼠協同組合、2024年2⽉16⽇、東京

特別講演・
招待講演 7 服部信孝．講演、ふくしまパーキンソン病治療を考える会、（福島県⽴医⼤・⾦井先⽣ご依頼）、エルティ福島（スポンサー︓協和キリン㈱）、2024年2⽉17⽇、福島

特別講演・
招待講演 8 服部信孝．講演、ミニシンポジウム、⼥⼦栄養⼤学、坂⼾キャンパス、2024年2⽉24⽇、埼⽟県坂⼾市

特別講演・
招待講演 9 服部信孝．講演、パーキンソン病の原因解明を⽬指す、Neurology Expert Seminar in ⾹川、（主催︓⼩野薬品⼯業㈱）、2024年４⽉27⽇、⾼松



特別講演・
招待講演 10 服部信孝．講演、[LS-49] リアルワールドデータに基づいたパーキンソン病治療の今後、ランチョンセミナー49（提供︓協和キリン㈱）、第65回⽇本神経学会学術⼤会、東京フォーラ

ム、2024年6⽉1⽇、東京
特別講演・
招待講演 11 波⽥野 琢．シンポジウム・講演、α-シヌクレイノパチーの病理とバイオマーカー、シンポジウム26、第54回⽇本神経精神薬理学会、第34回⽇本臨床精神神経薬理学会 合同年会、

2024年5⽉25⽇、東京
特別講演・
招待講演 12 常深泰司．シンポジウム・講演、遅発性ジスキネジア（ジストニア含む）の診療の⼿引きー診断と重症度評価、シンポジウム18、第54回⽇本神経精神薬理学会、第34回⽇本臨床精

神神経薬理学会 合同年会、2024年5⽉25⽇、東京
特別講演・
招待講演 13 Hattori N. Lecture, "Pathomechanisms of Parkinsonʼs Disease: Insights from Monogenic Forms of PD to Biomarkers of PD", 19th Annual GEoPD

Meeting Milan, June 10-11 (Hattori's lecture is on June 11), 2024, Milan. Italy
特別講演・
招待講演 14 Hattori N.  Topic1; Speaker（On line),  About whether early and precise diagnosis of Parkinson's disease will bring about changes in treatment

strategies,  17th Dongwu Neurological Diseases Forum︔(蘇州⼤学　劉春⾵教授ご依頼),  蘇州⼤学附属第2医院、June 15, 2024, 江蘇省蘇州市、中国
特別講演・
招待講演 15 服部信孝．講演、特別講演② パーキンソン病の原因解明を⽬指す、PD Expert Meeting in ⾹川、⾹川県社会福祉総合センター、2024年4⽉27⽇、⾹川

特別講演・
招待講演 16 服部信孝．教育講演、パーキンソン病の病態を解く、第35回茨城神経疾患カンファレンス、ハイブリッド形式、茨城神経疾患カンファレンス/住友ファーマ 共催、つくば交際会議場303、

2024年7⽉3⽇、つくば市

特別講演・
招待講演 17

Hattori N.  Keynote lecture 1: The genetic journey: Parkin and other genes of Parkinson, Kingʼs Parkinsonʼs Charitable Fund, INAUGURAL EVENT,
PRESS CONFERENCE AND RECEPTION TO INTRODUCE, THE KP CHARITABLE FUND, Location: Strand Campus, 20-21 June 2024, Kingʼs College
London, London, GBR

特別講演・
招待講演 18 Hattori N.  Section1; Lecture, SNCA Biomarker for Parkinsonʼs disease, 3rd ANNUAL SCIENTIFIC MEETING OF Lux-GIANT, 13th-14th July, 2024 (服

部先⽣の発表は13⽇), Hotel Le Méridien, Kochi, India

特別講演・
招待講演 19

Hattori N.  Topic; Speaker (On line), Innovating Treatment Strategies Through Early and Accurate Diagnosis of Parkinson's Disease Using
Biomarkers, the 6th International Symposium on Undiagnosed Movement Disorders, July 20th, 2024, The Second Affiliated Hospital Zhejiang
University School of Medicine, Hangzhou(浙江省、杭州), China.

特別講演・
招待講演 20 舩⼭ 学．講演、神経難病の分⼦遺伝学、パーキンソン病を中⼼に、第363回順天堂医学会学術集会「ここまで分かった遺伝⼦診断・遺伝⼦治療」、順天堂⼤学7号館、2024年9

⽉12⽇、ハイブリッド開催、東京
特別講演・
招待講演 21 Hattori, Nobutaka.  Invited Speaker,  Imaging and Biological Biomarkers for Parkinson's Disease and Related Disorders, Plenary Session, MDSP

Silver Congress(25th Silver Anniversary), Conrad Hotel in Manila, Oct. 17, 2024(Oct. 17-19), Manila, Philippines
特別講演・
招待講演 22 服部信孝．市⺠公開講座・特別公演、パーキンソン病の全貌解明: 病態から最先端治療まで、360度で探る未来の展望、市⺠公開講座「パーキンソン病と よりよく⽣きる」、2024年7

⽉6⽇、きりり三次市⺠ホール、広島県三次市
特別講演・
招待講演 23 服部信孝．武⽥医学賞2024受賞記念講演、遺伝⼦解析を基盤としたパーキンソン病の発症機構解明、シェラトン都ホテル東京、2024年11⽉12⽇、東京

特別講演・
招待講演 24 服部信孝．特別講演2、パーキンソン病とミトコンドリア機能異常、第23回⽇本ミトコンドリア学会年会、順天堂⼤学、2024年11⽉22⽇、東京

特別講演・
招待講演 25 服部信孝．講演、Emerging Biomarkers of Parkinson's Disease、RIKEN CBS-NTU workshop、脳科学研究中央棟1階セミナー室、2024年11⽉6⽇、和光市、埼⽟

特別講演・
招待講演 26 波⽥野 琢、服部信孝．パーキンソン病の病態解明とバイオマーカー開発、パーキンソン病の分⼦機構、第39回Wakoワークショップ 神経変性疾患の謎を解き明かす、秋葉原コンベンショ

ンホール、2024年12⽉21⽇、東京
特別講演・
招待講演 27 宮元伸和．テレビ出演　NHKヒューマニエンス、「“ミトコンドリア” 最も古く 最も⼤切な友⼈」2024.2.19

特別講演・
招待講演 28 ⻄川典⼦．【教育講演10】 aPD(進⾏性パーキンソン病)の治療戦略、第42回⽇本神経治療学会学術集会、幕張メッセ 国際会議場、
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